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実感的な理解 を図るために （小学校）

重． はじめに

学生 に よるチ ョ ウの 描画か ら

　　　　　　　　　　 島 内　　 武

　 　 　 　 　 　 　 　 　 SHiMAしCHユ　　Take：
　hi

　　　　　　　大阪成蹊短期大学児童教育学科

【キ
ー

ワ
ー

ド】実感的な理解、比較、言葉 の 重視、学習環境の 整備

　小学校理科の 目標に、「実感を伴っ た理解」 とい

う文言が加えられた。小学校学習指導要領解説理

科編で は、そ の 実感的な理解の r 側面が示さオV（

い るが、理科の 目標が 「白然に親しみ、…
」 と冒

頭に あ る よ うに、「自然に親しむ 」体験を通 した理

解は 、実感 を伴 っ た理解の 基礎になると考え る．

2． 学生が描い たモ ン シ ロ チョウの調査から

（1）学生 が描い たチ ョ ウの 形態

　　 平成 19、20 年度に理科教育法を受講 した学

　 生 143名に つ い て 、調査を行 っ た 1）。

　　 そ の 結果は 、例えば欠の ようで あっ た。

　【チ ョ ウの体の 形状】

型

うじむ し型 頭 ・腹型 昆虫型

人数
78 人

54．5％

4229

、4％

2316

．1％

（2）学生の描画か ら見えてきたもの

　　上記だ けで な く、 脚や翅につ い て も誤答が

　多く、小学校 3 年の 理科の 初歩的な学習内容

　 を、学生 の 多くが記憶してお らず、自然に親

　 しむ具体的な体験を通 して 形作 られる実感的

　 な理解が十分で なか っ た と考え られ る。

　　 なお、高校生 〔平成 21 年
・京 都府立 高校 ］ ・2

　 年 68 名調べ ）対象 の 調査 で も、学生 と同様 の

　 ような結果を得た。高校生 になるまで の 間に

　　描けなくなっ て い るの である。

3． 「実感的な理解亅を図るために

　（1）「チ ョ ウ」 に関わる指導で重視する内容

　　1） 「比較」 を重視 した指導

　　  モ ン シ ロ チ ョ ウの 成長段階の 比較観察

　　  チ ョ ウの 仲間相互 の 比較観察

　　  チ ョ ウとチ ョ ウ以外 の 昆虫との 比較観察

　　  昆虫 と昆虫以外 の 身近な虫との 比較観察

　 2）言葉を重視した指導

　　　 1言葉で 表現 して理解する」 「白分の 思い

　　や考えた こ とを言葉に表現 して理解する」 と

　　い う言葉を介 した活動 の 盛 り込み。

　（2）学習環境の整備 ・活用

　　1）チ ョ ウの 食草の 栽培

　　2）教育機器や映像教材の整備 ・活用

　（3）発展的な学習等の推進

　　1）観察記録 の 工 夫

　　2）発表会活動

　　3）チ ョ ウの 模型作り　 等

3．おわりに

　調査 で は学生や高校生の 記憶 の 風化を見たに過

ぎな い とも考えられ るが、長期記慮として 残 る頭

と体で形成され る科学的概念や科学的知識の 定着

を図っ て い きた い もの である。
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